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２学期を振り返る 

 

 下校時に、一輪車や竹馬をもって帰る子供の姿を見

かけました。今学期最後のクラブが終わり、マイ一輪

車・マイ竹馬を持って帰る子供たちでした。楽しみに

していたクラブ活動が終わり、道具をもって運動場に

集まる時には、なんとなく寂しげな様子に見えまし

た。今学期が本日終わります。１年の終わりでもあり、

締めくくりをする終業式を迎えました。 

終業式前に、わが中部小の今学期の頑張りを先生方

に聞いてみました。「本校全体の子供の頑張り」または「自分が担当したところ

で見られた子供の成長」についてです。 

 わたしとしてはうれしい返答でした。子供たちの終業式の振り返りで、毎年

最も多く登場する内容が、学芸会やマラソン大会等の行事です。それだけ行事

は、わたしたちも教育的意義を感じ、力を入れて子供を成長させようと取り組

むので、子供にとって心動くときであってほしいと思いますし、子供が成長を

実感してくれることはうれしい限りです。しかし、先生方にこうして聞いてみ

ると、行事での成長だけでなく「友だちのことを考える姿」「委員会・クラブ

などの今年の子供の変化」「主体性」など、日常の成長をつぶさにとらえ、感じて

いる言葉が多かったので感動しました。担任や授業で接している先生方は、子供

【17日（月）の下校より】 

〇困っていたり泣いていたりする子がいたときに、声をかけたり何をすればよい

か考えてお手伝いをしてあげたりする姿が多くなった。 

〇どうすると友だちは嫌な思いになるかを考える姿が多く見られるようになった。 

〇クラブ活動で今までにない企画に進んで取り組み、活動が広がっていた。 

〇委員会活動に工夫を凝らしていた。また、古くなったものを進んで直すなど、

自主的な行動が多く見られた。 

〇部活動に意欲的に参加する姿が多く見られた。 

〇２学期になり、６年生は、こちらから言わなくても、進んであいさつする姿が

多く見られるようになり立派だった。 

〇学級や学年のことを、自分たちで企画するようになった。 

〇学芸会での表現力の向上が目覚ましかった。 

〇マラソン大会に頑張った子供が多かった。      【先生方との会話より】 



の見方が日常にしっかり根付いており、かなわないと思いました。 

 子供の成長はなかなか数字では表せません。しかし、先生方が子供の成長を

実感しています。あとは子供への成長の自覚化です。今年度のキーワードは、

「振り返り」。２学期の自己の成長を子供に振り返らせ、つぎにジャンプアップ

させたいと思います。よいお年を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本年度の重点努力目標  2学期自己評価 

ア べんきょうがだいすきな子を育てる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ うんどうがだいすきな子を育てる 

 

 

 

 

 
 

ウ ちゅうぶがだいすきな子を育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 エ その他 

 

〇問題解決的な学習についての研究  〇「振り返り」を視点とした授業研究 

◎保健学習「心の健康」教育の推進  ◎自由研究相談会の実施 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析と対策   

〇推薦図書紹介・読書週間のための工夫（委員会等） 

◎English Streetによる英語・表現活動の設定・発展的運用（クラブなど） 

●朝の会・集会等でのスピーチ活動 ●  

● の   ●お昼の放送の工夫 

●えんぴつの持ち方検定 ●  

●校内研究紀要・市教育研究大会レポート・県市教育論文等での検証・まとめ 

□算数「九九」等の検定  

△学習と生活をつなぐ掲示、活用力を試す教材設置  △学習タイムの研究

〇体力テストの分析と対策    〇授業研究   〇竹馬、一輪車の整備 

◎子供全員参加の体育祭テーマづくり→  

〇体育祭学年演技・競技の研究  〇竹馬、一輪車特技披露の場作り 

〇高学年水泳 25m突破チャレンジ（プール開放利用）  〇遊具の整備 

〇かけあしカードの工夫  ●体育委員会による活動 

●集会の時間の確保  ●チャレンジコーナー新設→  

□縄跳び検定・チャンピオンの工夫 

■かけあしカードの工夫（体育委員会）→「仮面ランナーカード」 

〇田植え・稲刈り・苗（さつまいも等）植え・収穫祭等の充実 

〇まちたんけんの充実（２年） 〇学区の昔のくらしの学習（３年） 

〇花育・FBC参加とデザイン募集全校参加→全校・委員会・常時活動 

●ESDカレンダーを利用した教科横断的学習のカリキュラム作り 

●ペア活動実践・研究  ●掲示による足跡づくり 

●地域副読本「なのはな」改訂版の活用  ●  

●学区の未来を考える（６年） ●学年・委員会主催縦割り交流（集会） 

●地域教育ボランティア「ちゅらぼ」システムの充実 

●苗植え・収穫祭・避難訓練等保小中交流行事の充実 

□おやゼミの充実→新講座開拓中 □ （３年）
△各活動組織が活用できる集会の時間の確保 

●働き方改革 
【マーク】網掛けの項目は、本年度新設・改訂した内容 

◎十分成果を挙げた 〇成果を上げた △やや取組不足 

●実施中 □３学期に実施予定 

→欄は、主だった具体的な取り組み（参考） 


